
　道の駅季楽里あさひで、開業から一周年を記念するイベン
トが行われました。この日は米などが当たる大抽選会が開か
れたほか、出荷者からの無料配布などが行われ、多くの来場
者でにぎわいました。　   （10月16日／道の駅季楽里あさひ）
※関連記事11ページ。

道の駅季楽里あさひ開業一周年記念イベント トピックス

旭市の財政状況･････････････････････････ 2
11月は児童虐待防止推進月間です･････････ 6
11月13日（日）は旭市産業まつり･･････････ 7
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このまちが
もっと好きになる

道
の
駅 

季
楽
里
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さ
ま
で
一
周
年



314億
4,579万円

歳入
286億
3,808万円

歳出

民生費
82億6,401万円
28.9%

民生費
82億6,401万円
28.9%

地方交付税
96億6,357万円
30.7%

地方交付税
96億6,357万円
30.7%

市税
72億2,605万円
23.0%

市税
72億2,605万円
23.0%

国庫支出金
30億3,469万円

9.7%

国庫支出金
30億3,469万円

9.7%

繰越金
33億6,902万円
10.7%

繰越金
33億6,902万円
10.7%

市債
28億4,230万円

9.0%

市債
28億4,230万円

9.0%

県支出金
15億213万円

4.8%

県支出金
15億213万円

4.8%

地方消費税交付金
12億3,046万円

3.9%

地方消費税交付金
12億3,046万円

3.9%

使用料及び手数料
6億4,599万円

2.1%

使用料及び手数料
6億4,599万円

2.1%

その他
19億3,158万円
6.1%

その他
19億3,158万円
6.1%

総務費
49億5,375万円
17.3%

総務費
49億5,375万円
17.3%教育費

36億4,872万円
12.7%

教育費
36億4,872万円
12.7%

公債費
29億6,200万円
10.3%

公債費
29億6,200万円
10.3%

諸支出金
24億9,836万円

8.7%

諸支出金
24億9,836万円

8.7%

土木費
21億8,285万円

7.6%

土木費
21億8,285万円

7.6%

衛生費
14億7,509万円

5.2%

衛生費
14億7,509万円

5.2%

その他
14億7,669万円
5.2%

その他
14億7,669万円
5.2%

消防費
11億7,661万円

4.1%

消防費
11億7,661万円

4.1%

一
般
会
計
決
算

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、

歳
入
３
１
４
億
４
、
５
７
９
万
円
、

歳
出
２
８
６
億
３
、
８
０
８
万
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
額
28
億
７
７
１
万
円

か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

３
億
４
、
１
７
６
万
円
を
控
除
し
た

実
質
収
支
額
は
、
24
億
６
、
５
９
５

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
構
成
比
は
、
地
方
交
付

税
が
30
・
７
％（
96
億
６
、
３
５
７

万
円
）で
最
も
高
く
、
市
税
が
23
・

０
％（
72
億
２
、
６
０
５
万
円
）で
続

い
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
構
成
比
で
最
も
高
い
の
が

民
生
費
の
28
・
９
％（
82
億
６
、
４

０
１
万
円
）で
、
総
務
費
17
・
３
％

（
49
億
５
、
３
７
５
万
円
）、
教
育
費

12
・
７
％（
36
億
４
、
８
７
２
万
円
）

が
こ
れ
に
続
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
財
政
班　
　☎

62
‐
５
３
１
６

「
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
お
金

は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
」

「
市
税
の
負
担
や
市
の
財
産
、
市
が
借
り
て
い
る

お
金
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
」
な
ど
、

市
の
財
政
事
情
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

決
算
と
予
算
執
行
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

用語の解説
民生費／児童、高齢者、障害者などの社会福祉にかかる経費
総務費／庁舎の管理や各種証明書の交付、地域振興などにかかる経費
教育費／学校・社会教育などの教育行政にかかる経費
公債費／国や銀行などから借り入れたお金の返済にかかる経費
諸支出金／ほかの支出科目に含まれない経費をまとめた項目
土木費／道路など各種公共施設の整備や維持管理にかかる経費
衛生費／予防接種など市民の健康やごみ処理などの公衆衛生にかかる経費
消防費／消防署などの整備や防災にかかる経費
その他／商工業・観光や農林漁業の振興、就労支援などにかかる経費

市民１人当たりに
 使われたお金
42万５千円

市民１人当たりが
 負担した市税
10万７千円

人口　67,415人
（前年比　▲404人）

世帯数　25,590世帯
（前年比　＋283世帯）
（平成28年3月31現在）

平成27年度一般会計決算

軽自動車税
1億4,884万円

固定資産税
28億6,864万円

固定資産税
28億6,864万円

物件費
34億1,955万円

物件費
34億1,955万円

公債費
29億6,200万円

公債費
29億6,200万円

その他
46億2,839万円

その他
46億2,839万円

市たばこ税
5億7,897万円
市たばこ税

5億7,897万円

都市計画税
2億4,402万円
都市計画税

2億4,402万円

軽自動車税
1億5,855万円
軽自動車税

1億5,855万円

市民税
33億6,749万円
市民税
33億6,749万円

人件費
48億6,460万円
人件費
48億6,460万円

扶助費
47億7,494万円
扶助費
47億7,494万円

補助費等
35億2,993万円
補助費等
35億2,993万円

普通建設事業費
44億5,867万円
普通建設事業費
44億5,867万円

その他
838万円
その他
838万円

性質別歳出の内訳 市税の内訳

旭
市
の
財
政
状
況

旭市イメージアップ
キャラクター「あさピー」

昨年度の予算は
どのように使われ
たのかな？

表②：市債現在高と地方交付税算入見込額（平成28年5月31日現在）

こうなって
います
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市の実質負担額
246億9,062万円
市の実質負担額
246億9,062万円

地方交付税
算入見込額

（算入割合57.0%）
327億3,650万円

地方交付税
算入見込額

（算入割合57.0%）
327億3,650万円

地方交付税算入見込額
（算入割合85.4%）
238億1,746万円

地方交付税算入見込額
（算入割合85.4%）
238億1,746万円

市の実質負担額
40億5,722万円
市の実質負担額
40億5,722万円

財
政
の
健
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク

　
地
方
公
共
団
体
で
は
、
財
政
破
綻

を
防
ぐ
た
め
の
健
全
度
チ
ェ
ッ
ク
と

し
て
、
財
政
状
況
を
示
す
「
健
全
化

判
断
比
率
」
と
「
資
金
不
足
比
率
」

の
算
定
・
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
健
全
化
判
断
比
率

　
チ
ェ
ッ
ク
す
る
指
標
に
は
、
赤
字

額
、
借
金
の
返
済
割
合
、
将
来
へ
の

負
担
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

指
標
が
早
期
健
全
化
基
準
を
上
回
る

と
、
破
綻
へ
の
危
険
信
号
が
と
も
る

「
財
政
健
全
化
団
体
」
に
な
り
、
さ

ら
に
財
政
再
生
基
準
を
上
回
っ
た
場

合
は
、
企
業
の
倒
産
状
態
と
同
じ

「
財
政
再
生
団
体
」
と
な
り
ま
す
。

　
本
市
は
平
成
27
年
度
決
算
で
赤
字

は
な
く
、
全
て
の
指
標
で
早
期
健
全

化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す

（
表
①
）。

●
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
の
資
金
不
足
額
を
料
金

収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
、
経
営
状

況
の
深
刻
度
を
表
す
指
標
で
す
。

　

平
成
27
年
度
も
企
業
会
計（
下
水

道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
水

道
事
業
、
病
院
事
業
）で
「
資
金
不

足
額
な
し
」
と
な
り
、
経
営
健
全
化

基
準
の
20
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

市
債（
市
が
借
り
て
い
る
お

金
）は
有
利
な
も
の
を
選
択

　
市
で
は
、
お
金
を
借
り
よ
う
と
す

る
際
「
実
質
公
債
費
比
率
」
や
「
将

来
負
担
比
率
」
が
高
く
な
ら
な
い
よ

う
、
地
方
交
付
税
算
入
の
あ
る（
国

が
借
金
返
済
額
の
一
定
額
を
交
付
税

で
配
慮
す
る
）有
利
な
地
方
債
を
選

ん
で
借
り
て
い
ま
す（
表
②
）。

平
成
27
年
度
も
全
て
の
指
標
で

「
健
全
化
判
断
基
準
」
を
大
き
く
下
回
る

―
赤
字
や
資
金
不
足
な
し
―

表①：健全化判断比率

表②：市債現在高と地方交付税算入見込額（平成28年5月31日現在）

指　標 算定結果 早期健全
化基準

財政再
生基準 指標の説明

実質赤字
比率

赤字額
なし 12.6% 20.0% 一般会計で、どの程度の赤字があ

るのかを示すもの
連結実質
赤字比率

赤字額
なし 17.6% 30.0% 市全体で、どの程度の赤字がある

かを示すもの
実質公債費
比率 9.0% 25.0% 35.0% 市債の返済などに、どの程度の負

担が見込まれるかを示すもの
将来負担
比率 23.1% 350.0% 　－　 将来、どの程度の負担が見込まれ

ているのかを示すもの

全会計 うち一般会計

〔市債現在高〕278億7,468万円〔市債現在高〕574億2,712万円

決算における主な事業

特別会計・企業会計の決算

事業名 決算額
震災復興・津波避難道路整備事業 1億5,485万円
道路新設改良事業 2億 771万円
消防車両整備事業 6,378万円

塵
じん

芥
かい

処理施設運営費 4億7,475万円
蛇園南地区流末排水整備事業 4億 321万円
感染症予防対策事業 1億1,475万円
自立支援給付事業 10億8,213万円
子ども医療費助成事業 1億9,378万円
飯岡中学校改築事業 14億4,713万円
小学校大規模改造事業 1億3,062万円
道の駅施設整備事業 6億9,066万円
商業活性化推進事業 1億2,584万円
水田農業構造改革推進事業 6,091万円
園芸生産強化支援事業 8,718万円
電算システム運用事業 3億4,937万円

国民健康保険事業特別会計（事業勘定）
　歳入決算額  　 108億6,693万円
　歳出決算額 106億5,502万円
国民健康保険事業特別会計（施設勘定）
　歳入決算額  　 8,750万円
　歳出決算額　 8,291万円
後期高齢者医療特別会計
　歳入決算額  　 5億1,725万円
　歳出決算額 5億 131万円
介護保険事業特別会計
　歳入決算額  46億5,819万円
　歳出決算額　 45億8,657万円
下水道事業特別会計
　歳入決算額　         　   6億4,392万円
　歳出決算額　 　   5億5,908万円
農業集落排水事業特別会計
　歳入決算額　  5,535万円
　歳出決算額　  4,990万円
水道事業会計
　収益的収入決算額   　   16億 441万円
　収益的支出決算額　  14億 505万円
　資本的収入決算額 9,148万円
　資本的支出決算額 1億6,125万円
病院事業会計
　収益的収入決算額   　 359億5,897万円
　収益的支出決算額  353億1,201万円
　資本的収入決算額 1億9,619万円
　資本的支出決算額　 40億9,975万円
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①貸借対照表（バランスシート） ②行政コスト計算書
　会計年度末時点で、どのような資産を保有しているのか、
その資産をどのような財源で賄ってきたかを分かるようにし
たものです。資産、負債、純資産の３項目に分かれていて「資
産」の合計と「負債・純資産」の合計が一致します。
資産の部（これまで積み上げてきた資産）
　1．金融資産 456億8千万円
　　（1）資金　現金や預金 158億1千万円
　　（2）�金融資産（資金を除く）　投資や出資

金、基金など 298億7千万円
　2．非金融資産 1,380億7千万円
　　（1）�事業用資産　庁舎や保育所、学校、

病院の土地・建物など 723億7千万円
　　（2）�インフラ資産　道路や公園、上下

水道など 647億3千万円
　　（3）繰延資産 9億7千万円
資産合計　A　　　　　　　　       （1＋2）1,837億5千万円

負債の部（将来の世代が負担する金額）
　1．流動負債　翌年度償還予定の市債など 83億7千万円
　2．�非流動負債　市債、退職手当引当金など 656億1千万円
負債合計　B　　　　　　　　　　 （1＋2） 739億8千万円
純資産の部（現在までの世代が負担した金額）
純資産合計　C 1,097億7千万円
負債・純資産合計　　　　　　　　（B＋C）1,837億5千万円
ー分析ー
○市民１人当たりの資産と負債
　資産…272万5千円　負債…109万7千円
○純資産比率…59.7％
　平成27年度末時点で、1,837億５千万円の資産を保有して
います。負債と純資産の割合は、負債が40.3％、純資産が
59.7％で、現在までの世代が負担した割合が、将来世代の負
担する割合を上回っています。

　１年間の行政活動のうち、資産形成に結び付かないサービ
スにかかる費用と、それに対する使用料・手数料などの経常
的な収益を表したものです。経常費用から経常収益を差し引
いたものが、当該年度の純経常費用（純行政コスト）です。

経常費用

　1．�人にかかるコスト　職員給与、退職
手当費用など 190億8千万円

　2．�物にかかるコスト　消耗品費、維持
補修費、減価償却費など 231億5千万円

　3．�移転支出的なコスト　扶助費や補助
金など 213億1千万円

　4．その他のコスト　支払利息など 41億9千万円

経常費用合計　A　　　　  （1＋2＋3＋4） 677億3千万円

経常収益

経常収益合計　B　�使用料、手数料、営業収
益など 361億8千万円

純経常費用（純行政コスト）　　　  （A−B） 315億5千万円

ー分析ー
○市民１人当たりの行政コストなど
　経常費用…100万５千円　純経常費用（純行政コスト）…46
万８千円
　平成27年度の経常費用から、経常収益を差し引いた純行政
コストは315億５千万円となりました。病院事業の収益が大
きいことから経常収益の割合が高く、純行政コストは経常費
用の半分以下となっています。

④資金収支計算書③純資産変動計算書
　貸借対照表の純資産（資産から負債を差し引いた残り）が、１
年間でどのように増減したかを表したものです。

期首純資産残高　A 1,064億7千万円
財源変動の部　B　　　　　　　　 （2−1） 37億5千万円
　1．財源の使途 407億4千万円
　　（1）純経常費用（純行政コスト）への財源措置 315億5千万円
　　（2）その他の費用への財源措置 91億9千万円
　2．�財源の調達　市税、地方交付税、国県

補助金など 444億9千万円

資産形成充当財源変動の部　C 　   （1＋2） 21億4千万円
　1．固定資産の変動　土地・建物などの増減 11億5千万円
　2．�長期金融資産の変動　出資金、貸付金、

基金などの増減 9億9千万円

その他の純資産変動の部　D ▲25億9千万円
当期純資産変動額　E　　　　  （B＋C＋D） 33億円
期末純資産残高　　　　　　　　　（A＋E）1,097億7千万円
ー分析ー
○市民１人当たりの純資産変動額…４万９千円
　期首純資産残高（平成26年度末）は1,064億７千万円、期末
純資産残高（平成27年度末）では1,097億７千万円となり、１
年間で33億円の増となりました。これは財源変動の部と資産
形成充当財源変動の部で、資産が増加したことによるもので
す。

　１年間の行政活動に伴う資金の流れを表示したものです。ど
のような活動に資金を必要としているのかを表しています。
期首資金残高　A 162億円
経常的収支　B　　　　　　　　　 （2−1） 95億円
　1．�経常的支出　人件費、物件費、補助費

など 631億7千万円
　2．�経常的収入　市税、地方交付税、業務

収益など 726億7千万円
資本的収支　C　　　　　　　　　 （2−1） ▲62億9千万円
　1．資本的支出　資産形成のための支出 70億5千万円
　2．資本的収入　資産売却などによる収入 7億6千万円
財務的収支　D　　　　　　　　　 （2−1） ▲36億円
　1．財務的支出　市債の元利償還など 68億9千万円
　2．財務的収入　市債の借入など 32億9千万円
当期資金収支額　E　　　　　  （B＋C＋D） ▲3億9千万円
期末資金残高　　　　　　　　　　（A＋E） 158億1千万円

基礎的財政収支
（プライマリーバランス）　　　　　（B＋C） 32億1千万円

ー分析ー
　期首資金残高（平成26年度末）は162億円、期末資金残高（平
成27年度末）では158億１千万円となり、１年間で３億９千万
円の減となりました。経常的収支と資本的収支の合計が、基
礎的財政収支でプラスとなりました。これはその年の政策に
かかる経費が、借金以外の収入で賄われていることになり、
財政が健全であることを示します。

平成27年度決算（一般会計・特別会計・企業会計） 　財務４表とは、より分かりやすい
財政情報の開示などを目的に、企業
会計的な手法を取り入れた地方公
会計制度に基づくものです。「財務４表」を公表します
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議会費 ･･･1億2,533万円

その他 ･･･････14億3,482万円

教育費 ･･････････10億6,151万円

消防費 ･････････････････････ 4億7,838万円

土木費 ･････････････････････9億8,064万円

商工費 ･･2億3,042万円

農林水産業費 ･･･････････････････････････2億4,246万円

衛生費 ･･････････ 16億6,624万円

民生費 ･････････ 38億8,598万円

総務費 ･･･････････････････ 14億 719万円

43億507万円････････････ 市税

1億9,340万円 ･･･････････････････････････････････････その他

2億7,328万円 ･････････････････････ 諸収入

28億771万円 ･･･ 繰越金

3億5,279万円 ･･･････････････････････････････ 県支出金

11億1,344万円 ･･･････････ 国庫支出金

2億6,633万円 ･･･ 使用料及び手数料

1億5,143万円 ･････ 分担金及び負担金

63億352万円 ･･･ 地方交付税

6億2,169万円･･ 地方消費税交付金

平成28年度　予算の執行状況 一 般 会 計 （平成28年9月30日現在）

歳 出 歳 入
予　算　額　315億6,135万円
支 出 済 額　115億1,297万円
予算執行率　36.5％

予　算　額　315億6,135万円 
収 入 済 額　163億8,866万円
予算収入率　51.9％

支出済額（執行率） 収入済額（収入率）
51.9%

45.3%

41.4%

28.5%

28.6%

58.0%

12.8%

40.7%

41.4%

30.1%

5.9%

28.5%

131.1%

12.6%

34.9%

41.8%

36.9%

71.0%

53.3%

60.5%

市の財産　　　   　　　　　　　     　（平成28年９月30日現在）

基　金

土　地 建　物

146億 1,133 万円

事業内容 現在高　

一般会計

学校建設などに 56億 496万円
道路整備などに 50億5,260万円
地域振興などに 10億5,997万円
消防・防災などに 7億1,448万円
衛生施設などに 6億2,090万円
農業基盤整備などに 5億 290万円
保育所建設などに 4億 938万円
その他 3億7,366万円
臨時財政対策債 122億1,721万円
小　計 265億5,606万円

特別会計

病院事業に 239億2,985万円
下水道事業に 40億6,497万円
水道事業に 5億3,188万円
小　計 285億2,670万円

合　計 550億8,276万円

市債（市で借りているお金）の現在高　（平成28年9月30日現在）

2,191,165㎡ 229,502㎡

９
月
末
現
在
で
、
歳
入
の
収
入
率

は
約
51
・
９
％
、
歳
出
の
執
行
率
は

約
36
・
５
％
で
す
。

歳
出
で
最
も
大
き
い
も
の
は
、
子

育
て
家
庭
を
支
援
す
る
施
策
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
充
て
ら
れ
る
民
生
費
、

続
い
て
衛
生
費
、
総
務
費
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
に
は
、
学
校

の
大
規
模
改
造
事
業
や
築
山
の
整
備
、

認
定
こ
ど
も
園
施
設
型
給
付
事
業
な

ど
が
あ
り
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く

り
や
教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
を
進

め
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の

予
算
の
執
行
状
況
を
紹
介①大規模改造事業で改修した体育館での授業（飯岡小）

②歌を歌う認定こども園の園児たち（あさひこひつじ幼稚園）
③津波避難施設として整備する築山のイメージ（矢指地区）

①

③ ②

本年度の主な
事業だね
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　配偶者やパートナーからの暴力、性
犯罪、ストーカー行為、売買春、セク
シャルハラスメントなど、女性に対す
る暴力は、人権を侵害するもので許さ
れる行為ではありません。
　この運動をきっかけに、女性に対す
る暴力について考え、暴力のない社会
づくりを進めていきましょう。
●ＤＶ相談ナビ
相談窓口／ＤＶ相談ナビ（☎0570-05
5210）
※近くの相談窓口を案内します。
市民生活課市民生活支援班（☎62-5

396）
●女性の人権ホットライン
　全国一斉に人権擁護委員がホットラ
インを開設します。
期日／11月14日（月）〜20日（日）
時間／●平日：午前８時30分〜午後
７時　●土・日曜日：午前10時〜午
後５時
相談窓口／ホットライン（☎0570-07
0810）
千葉県人権擁護委員連合会事務局

（☎043-247-3555・千葉地方法務局
人権擁護課内）

相
談
件
数
が
10
万
件
を
突
破

　
平
成
27
年
度
に
、
全
国
の
児
童
相

談
所
が
児
童
虐
待
相
談
と
し
て
対
応

し
た
件
数
は
、
前
年
よ
り
16
・
１
％

増
の
１
０
３
、
２
６
０
件（
速
報
値
）。

統
計
を
取
り
始
め
た
平
成
２
年
度
か

ら
25
年
連
続
で
増
え
、
10
万
件
を
超

え
ま
し
た
。
旭
市
で
も
、
心
理
的
虐

待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
複
雑
な
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。

虐
待
か
と
思
っ
た
ら

　
虐
待
を
発
見
し
た
り
、
著
し
く
子

ど
も
の
様
子
が
変
だ
と
感
じ
た
り
し

た
ら
、
児
童
相
談
所
や
市
な
ど
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
者
の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

　
家
庭
内
で
の
虐
待
が
多
く
、
自
ら

逃
げ
た
り
、
救
い
を
求
め
た
り
、
子

ど
も
自
身
か
ら
は
な
か
な
か
誰
か
に

相
談
で
き
ま
せ
ん
。
放
置
す
れ
ば
虐

待
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
命
の
危
険

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
虐

待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
早
期
発
見
・

対
応
が
重
要
で
す
。

こ
ん
な
行
為
が
児
童
虐
待

身
体
的
虐
待
／
殴
る
、
蹴
る
、
熱
湯

を
掛
け
る
、
戸
外
へ
締
め
出
す
な
ど

性
的
虐
待
／
性
的
行
為
、
性
的
な
写

真
を
撮
る
な
ど

心
理
的
虐
待
／
言
葉
に
よ
る
脅
か
し
、

き
ょ
う
だ
い
と
の
差
別
、
子
ど
も
の

前
で
配
偶
者
に
暴
力
を
振
る
う
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
放
棄
・
怠
慢
）／

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
な
ど

し
つ
け
と
の
違
い

　
し
つ
け
の
つ
も
り
と
思
っ
て
い
て

も
、
子
ど
も
が
傷
つ
い
て
い
れ
ば
虐

待
で
す
。
多
く
の
保
護
者
は
自
分
が

虐
待
し
て
い
る
自
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
へ
の
虐
待
の
理
由
は
、
さ

ま
ざ
ま
で
と
て
も
複
雑
で
す
。
保
護

者
の
子
育
て
の
不
安
や
、
悩
み
か
ら

始
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
子
育
て
に
頑

張
り
過
ぎ
る
こ
と
で
虐
待
を
し
て
し

ま
う
人
も
い
ま
す
。
虐
待
は
保
護
者

の
意
識
の
問
題
で
は
な
く
、
子
ど
も

が
ど
う
感
じ
、
傷
つ
い
て
い
る
か
に

よ
る
も
の
で
す
。

抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を

　
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
に
市
や
児
童
相
談

所
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
子

育
て
に
は
、
い
ら
い
ら
や
不
安
は
つ

き
も
の
で
す
。
誰
か
に
聞
い
て
も
ら

う
だ
け
で
も
、
気
持
ち
が
落
ち
着
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
周
り
で
苦
し
ん
で
い
る
保
護
者
や

家
族
に
会
っ
た
と
き
も
、
相
談
す
る

よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

相
談
・
通
報
先

市
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

☎
62
‐
８
０
１
２

旭
市
家
庭
児
童
相
談
室

☎
62
‐
５
３
６
２

銚
子
児
童
相
談
所

☎
０
４
７
９
‐
23
‐
０
０
７
６

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１い

ち

８は
や

９く

子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
重
大
な
事
件
が
後
を
絶
た
ず
、

児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
て
の
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
ず
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

さ
し
の
べ
て 

あ
な
た
の
そ
の
手 

い
ち
は
や
く

11月12日（土）から25日（金）は
女性に対する

暴力をなくす運動期間
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　11月５日（土）は「津波防災の日」です。これに合わせて
緊急地震速報を活用した全国的な訓練を実施します。
　緊急地震速報を見聞きしてから、強い揺れが来るまでの
時間はごくわずかです。その短い間に、慌てずに身を守る
適切な行動を取るには、日ごろの訓練が重要です。

日時／11月４日　午前10時ごろ
緊急地震速報の伝達方法／防災行政無線、防災メール（登
録制）、ホームページ、ツイッターなど
何を訓練したらいいの？
　基本は慌てずに、まずは身の安全を守ることです。実際
に体を動かして、行動を経験してみましょう。
家庭では
●頭を保護し、丈夫な机の下など安全な場所に避難する。
●慌てて外へ飛び出さない。

屋外では
●ブロック塀の倒壊に注意する。
●���看板や割れたガラスの落下に注意する。
自動車運転中は
●急ブレーキはかけず、緩やかに速度を落とす。
●ハザードランプを点灯し、周りの車に注意を促す。
鉄道やバスでは
●つり革や手すりにしっかりつかまる。
エレベーターでは
●最寄りの階に停止させ、すぐに降りる。

問い合わせ先
総務課地域安全班（☎62-5311）

11月４日(金)に緊急地震速報の訓練を実施

緊急地震速報の訓練で
身を守る行動をしましょう

日
時
／
11
月
13
日　
午
前
10
時
〜
午

後
２
時

※
荒
天
中
止

場
所
／
海
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
公

園内
容
／
●
農
水
産
物
や
各
種
特
産
品

な
ど
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ　
●
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト（
椎
名
佐
千
子
、
桂
竹
千

代
な
ど
）　

●
餅
投
げ　

●
姉
妹
都

市
コ
ー
ナ
ー（
長
野
県
茅
野
市
）　

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
／
旧
海
上
中
跡

地
と
旭
中
央
病
院（
高
速
バ
ス
乗
り

場
付
近
）か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
運
行
し

ま
す
。
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
、
約

20
分
間
隔
。

※�

く
わ
し
く
は
、
11
月
7
日
（月）
の
新

聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
。

交
通
規
制
／
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
会
場
周
辺
の
道
路
で

交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

旭
市
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
農
水
産
課
振
興
班
内
）

☎
68
‐
１
１
７
５

毎
年
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
秋
の
産
業
ま
つ
り
。

旭
市
の
農
産
物
や
各
種
特
産
品
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

会
場
周
辺
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

海上コミュニティ
運動公園

●

●
●

●

●

至
匝
瑳
市

至
銚
子
市

嚶鳴小
旭警察署

鶴巻小

R126バイパス
旧海上中跡地

GS

旭中央病院

（高速バス乗り場付近）

●

●バス乗り場

案内図

バス発着場・一般駐車場
バスルート

JR 飯岡駅

P

126

P

P

旭
市
産
業
ま
つ
り

実
り
の
秋
の
祭
典 

11
月
13
日

（日）
開
催

餅投げの様子（昨年）
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年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

の
添
付
を

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
や
市
県
民
税
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
と

き
に
、
今
年
１
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
額
を
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　
納
付
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
11
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告

書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

証
明
書
の
内
容
は

①�

平
成
28
年
の
１
月
か
ら
９
月
末
ま

で
に
納
付
さ
れ
た
、
国
民
年
金
保

険
料
額（
追
納
、
後
納
分
含
む
）

②�
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
国
民

年
金
保
険
料
額

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
人
の
証
明
書
は

　
10
月
１
日
以
降
に
初
め
て
納
付
す

る
人
は
、
来
年
２
月
に
同
様
の
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

納
付
忘
れ
は
年
内
に

　
年
内
に
納
付
す
れ
ば
、
今
年
分
の

控
除
対
象
と
な
り
申
告
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
領
収
書
を
添
付
、
ま
た

は
提
示
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
は

　
納
付
し
た
人
の
所
得
税
な
ど
の
控

除
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
と

き
に
、
自
分
の
社
会
保
険
料
の
額
と

合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
家

族
の
分
の
証
明
書
も
一
緒
に
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
０
０
４
、
Ｉ

Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
03
‐
６

６
３
０
‐
２
５
２
５

【
受
付
期
間
】

　
11
月
１
日
（火）
〜
平
成
29
年
３
月
15

日
（水）
※�

祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を

除
く
。

【
受
付
時
間
】

平
日
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

毎
月
第
２
土
曜
日
／
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w
.

nenkin.go.jp/

問
佐
原
年
金
事
務
所（
☎
０
４
７
８

‐
54
‐
１
４
４
２
）

正
し
く
飼
お
う

11
月
は
「
動
物
に
よ
る

危
害
防
止
対
策
強
化
月
間
」

　
動
物
を
飼
う
人
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
、
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

●�

犬
が
人
を
か
ん
で
け
が
を
さ
せ
た

場
合
、
飼
い
主
は
保
健
所
に
届
け

出
し
、
か
ん
だ
犬
が
狂
犬
病
の
疑

い
が
な
い
か
、
獣
医
師
の
検
診
を

受
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●�

犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
犬
を
運
動
さ
せ
る
と
き
は
、

犬
を
制
止
で
き
る
人
が
短
い
引
き

綱
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
犬
は

来
訪
者
の
届
か
な
い
場
所
に
つ
な

ぎ
ま
し
ょ
う
。

●�

犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
接
種
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た

飼
い
主
の
義
務
で
す
。

●�

猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
猫

に
よ
る
他
人
へ
の
迷
惑
を
防
止
で

き
、
病
気
や
交
通
事
故
な
ど
か
ら
、

猫
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
世
話
を

す
る
場
合
は
、
地
域
猫
活
動
な
ど

の
実
施
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

●�

犬
猫
を
10
匹
以
上
飼
う
場
合
は
、

保
健
所
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す

（
91
日
齢
未
満
は
除
く
）。

●�

猿
、
蛇
な
ど
の
特
定
動
物
を
飼
う

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
健
所
長

の
許
可
が
必
要
で
す
。

●�

動
物
に
は
、
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
着
け
る
な
ど
、
飼
い
主

が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

動
物
は
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で

面
倒
を
見
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得

な
い
事
情
で
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。
保
健
所
や
千
葉
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
飼
い
主

探
し
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は

　
「
犬
の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け

方
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
学

校
や
地
域
の
集
会
な
ど
に
、
講
師
の

派
遣
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

問
海
匝
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０

４
７
９
‐
22
‐
０
２
０
６
）、
八
日

市
場
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
72
‐

１
２
８
１
）、
千
葉
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー（
☎
０
４
７
６
‐
93
‐
５
７

１
１
）、
市
環
境
課
環
境
美
化
班（
☎

62
‐
５
３
２
９
）

11
月
９
日
（水）
か
ら
15
日
（火）
に
実
施

「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

　
「
消
し
ま
し
ょ
う 

そ
の
火
そ
の
時 

そ
の
場
所
で
」
を
全
国
統
一
防
火
標

語
に
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

暖
房
器
具
や
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
な
い
家

庭
は
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
旭
市
消
防
本
部
予
防
課（
☎
63
‐

５
３
５
６
）

インフォメーション
くらしの

ワイド
問
…
問
い
合
わ
せ

　

…
申
し
込
み

◆国民健康保険税　第６期
◆介護保険料　第６期
◆後期高齢者医療保険料　第５期
納期限は11月30日（水）です。
※国民年金保険料は毎月納付です。

今月の納期

広報あさひ　2016.11.1 8



市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す

「
平
成
29
年
度
市
民
ま
ち
づ
く

り
活
動
支
援
事
業
」
を
募
集

　
市
で
は
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
自
主
的
で
創
意

あ
ふ
れ
る
事
業
を
行
う
団
体
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

　
市
内
で
実
施
さ
れ
、
市
民
の
福
祉

向
上
や
公
益
上
の
必
要
が
認
め
ら
れ

る
事
業
で
す
。

　
同
一
事
業
で
市
か
ら
別
の
補
助
金

を
受
け
て
い
る
も
の
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
団
体

　
市
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
団
体
で
、

構
成
員
の
う
ち
市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
す
る
人
が
５
人
以
上
、
か

つ
過
半
数
と
な
る
団
体
。
営
利
・
政

治
・
宗
教
団
体
や
、
構
成
員
に
市
税

の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

補
助
金
の
種
類

【
ス
タ
ー
ト
支
援
】

　
団
体
設
立
の
た
め
の
経
費
や
、
事

業
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用

な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
／
結
成
後
２
年
以
内
で
、
活
動

を
継
続
し
て
行
う
団
体

補
助
対
象
経
費
／
団
体
設
立
・
事
業

開
始
の
た
め
の
事
務
費
、
講
師
謝
礼
、

印
刷
費
、
通
信
費
な
ど

補
助
率
／
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の

９
以
内

限
度
額
／
10
万
円（
１
団
体
１
回
限

り
）

【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
】

　
団
体
が
行
う
新
規
事
業
や
事
業
の

拡
大
な
ど
、
必
要
な
費
用
に
補
助
し

ま
す
。

対
象
／
設
立
後
１
年
以
上
経
過
し
た

団
体

補
助
対
象
経
費
／
事
業
の
実
施
に
必

要
な
諸
経
費

補
助
率
／
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の

８
以
内

※�

年
度
ご
と
に
申
請
し
、
最
長
５

年（
ス
タ
ー
ト
支
援
を
受
け
た
場

合
は
４
年
）ま
で
。
最
終
年
度
は
、

補
助
率
10
分
の
５
以
内
。

限
度
額
／
年
30
万
円

〈
注
意
事
項
〉

●�

人
件
費
、
食
料
費
、
備
品
購
入
費
、

団
体
の
運
営
経
費
な
ど
は
補
助
対

象
経
費
に
入
り
ま
せ
ん
。

●�

入
場
料
や
売
上
金
な
ど
の
収
入
が

あ
る
場
合
は
、
補
助
対
象
経
費
か

ら
差
し
引
き
ま
す
。

●�

補
助
金
申
請
に
は
、
市
民
生
活
課

で
の
市
民
ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体

登
録
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
生
活
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
市
民

生
活
課
で
も
受
け
取
れ
ま
す
。

申
込
期
間
／
11
月
１
日
（火）
〜
12
月
20

日
（火）
選
考
方
法
／
書
類
審
査
と
申
請
者
か

ら
の
事
業
説
明
に
よ
る
審
査
を
行
い

ま
す
。

問
市
民
生
活
課
市
民
生
活
支
援
班

（
☎
62
‐
５
３
９
６
）

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

「
旭
市
成
人
式
」

日
時
／
平
成
29
年
１
月
８
日
（日）　
午

前
10
時
〜

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
〜

場
所
／
東
総
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
／
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
９
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※�

該
当
す
る
人
に
案
内
状
を
郵
送
し

ま
す
。
本
市
出
身
で
市
外
に
住
む

人
は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班（
☎

55
‐
５
７
２
７
）

旭
市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

「
バ
ス
ツ
ア
ー
de
恋
活
」

参
加
者
募
集

　
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
「
ガ
ラ
ス
製
作
体
験
＆
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
恋
の
願
か
け
」
の

バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
素
敵
な
出
会
い

を
求
め
て
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
27
日
（日）　
午
前
８
時
50

分
〜
午
後
５
時（
予
定
）

場
所
／
九
十
九
里
町
方
面

※
参
加
決
定
者
に
後
日
案
内
し
ま
す
。

対
象
／
20
歳
以
上
の
独
身
の
人

※
男
性
は
会
員
に
限
る
。

定
員
／
男
女
各
12
人

※�

最
少
催
行
人
数
16
人
。
な
お
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

費
用
／
男
性
５
、
０
０
０
円
、
女
性

３
、
０
０
０
円

※
体
験
料
、
昼
食
代
含
む
。

申
込
期
限
／
11
月
14
日
（月）　
午
前
10

時申
し
込
み
方
法
／
タ
イ
ト
ル
を
「
バ

ス
恋
活
申
込
」
と
し
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日（
年
齢
）、
携
帯
電

話
番
号
を
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
旭
市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

事
務
局（
☎
62
‐
５
３
９
６
・
市
民

生
活
課
市
民
生
活
支
援
班
内
）  

de
ai-con@

city.asahi.chiba.jp

※�

最
新
情
報
は
、
旭
市
出
会
い
コ
ン

　
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ht

　

tp://w
w
w
.asahishi-dc.co

　

m
/

）で
確
認
で
き
ま
す
。

二十歳の記念に友人と（昨年）

議会に報告された寄付
※順不同、敬称略

市政発展のため
故神成田咲子　遺族代表神成田知千／金額の公表
は辞退

中央小、一中の教育用備品・管理用備品として
大木乱／国旗２枚、校旗３枚、サッカーボール４
個（20万円相当）　
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おめでとう！ 全国・関東大会出場

齋藤優
ゆ

愛
ま

さん　（二中・１年）
女子走り幅跳び

長谷川瑞希さん（干潟中・１年）
女子100ｍ

戸村　冴
さえ

さん　（二中・２年）
女子シングルス

　昭和23年に海上郡滝郷村立滝郷小学校に奉職し
て以来、海上郡飯岡町立三川小学校長で退職される
までの41年余にわたり、学校教育や社会教育など、
多方面から地域教育の振興・発展に尽力されまし
た。

大会名：�第47回ジュニアオリンピック陸上競技大会
場　所：�神奈川県横浜市
期　日：�10月28日・29日

大会名：ＪＯＣジュニアオリンピックカップ2016
　　　　平成28年度全日本卓球選手権大会
　　　　（カデットの部）
場　所：山梨県甲府市
期　日：11月19日～21日

　昭和22年に海上郡豊岡村立豊岡小学校に奉職し
て以来、海上郡海上町立海上中学校長で退職される
までの40年余にわたり、学校教育をはじめ教育行
政の多方面から地域教育の振興・発展に尽力されま
した。

大会名：第11回Ｕ-15全国ＫＷＢ野球秋季大会
場　所：成田市ほか
期　日：10月８日～10日

大会名：第22回関東選抜軟式野球大会（2部）
　　　　ミズノトーナメント　優勝
場　所：神奈川県相模原市ほか
期　日：10月15日・16日

瑞宝双光章

【陸上】

【卓球】

瑞宝双光章

【野球】

（教育功労）
向後義弘さん　88歳（松ケ谷）

（教育功労）
平野達雄さん　88歳（西足洗）

大木陽介さん　（一中・３年）
千葉県選抜 千葉ファイターズ

G.G. ｎｉｎｅ

高齢者叙勲
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皆さんに愛され　おかげさまで一周年
道の駅 季楽里あさひ 開業一周年イベント

　道の駅季楽里あさひがオープンから一周年を迎え、15日と
16日の２日間は一周年を記念したイベントが行われました。
　１日目は多古町出身歌手青山祐太さんのショーや須賀
IZANAI連のよさこい踊りが会場を盛り上げ、花木のせり販
売などを実施。２日目はお囃

はや

子
し

や旭市出身の落語家桂竹千代
さんのトークショーが行われたほか、米や豚肉などの無料配
布や大抽選会も行われ、多くの来場者でにぎわいました。
　季楽里あさひは「食の郷あさひ」が誇る幅広い品ぞろえが人
気で、１年間の来場者は当初の計画を大幅に上回る１１６万
人を超えました。スタッフの一人は「おかげさまで一周年を
迎えることができました。これからも引き続きお客様に愛さ
れ続ける道の駅を目指します」などと話していました。

①飯岡子供お囃子連が一周年に花を添える
②旭が誇る人気の豚肉を無料配布
③ミス七夕も笑顔で餅を配布
④イベント広場を盛り上げた泉川区の演奏
⑤盛況だった花木の競り販売
⑥多くの買い物客でにぎわった直売所

①

②

⑤

③

見
あさひ

けん
ぶん

ろく
録

④

⑥
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見
あさひ

けん ろく
ぶん

録

　敬老大会が東総文化会館、海上公民
館、いいおかユートピアセンターの３
会場で開催されました。会場では、保
育所や幼稚園、ボーイスカウトの子ど
もたちが遊戯などを披露したほか、文
化協会の歌謡や舞踊、フラダンスなど
の芸能発表で来場者の健康と長寿を祝
いました。

いつまでも元気に
長生きしてください

啓発物を手渡すミス七夕

　秋の全国交通安全運動出動式が旭警
察署で行われました。この日は、東総
文化会館で行われた敬老大会の会場な
どで街頭啓発を実施。１日女性警察官
に任命されたミス七夕や市内交通安全
団体が参加して、お年寄りや親子連れ
などに反射材や「交通事故なし」に掛け
た梨などが手渡されました。

子どもやお年寄りに
交通安全を呼び掛ける

9月
19日

9月
19日

会場周辺に広がるコスモス畑 子どもたちが遊戯で祝福

　蛇園地区還来寺の周辺で、旭市蛇園
出清水コスモスまつりが９月25日から
10月２日まで開催されました。25日に
はイベントも開かれ、蛇園囃子会によ
るお囃子やザリガニ釣りなども行われ
ました。ピンクや紫のコスモスが咲き
乱れた会場では、カメラを手に撮影す
る人の姿がありました。

秋の訪れ
「旭市蛇園出清水コスモスまつり」

9月
25日

さまざまな催しににぎわう
第１回旭中央病院 病院まつり

　市民に病院を身近に感じてもらい、健康意識を高めても
らおうと旭中央病院で９月24日、病院まつりが開催されま
した。会場では健康チェックや病気に関する相談、シミュ
レーター機器や「こども薬局」の体験コーナーなど多数の
ブースが開設。特別講演や市民健康講座なども行われまし
た。また付属施設では、看護専門学校の学校祭「彩花祭」や
シルバーケアセンターの文化祭なども同時に開かれ、さま
ざまな催しに大勢の家族連れなどが訪れていました。

①大勢の家族連れが訪れる
②こども薬局で調剤体験をする子どもたち
③高齢者疑似体験をする来場者
④田中信孝病院長による特別講演②

①③④
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まちで見た、聞いた出来事を届けます

内閣総理大臣からの祝状が贈られる

各部門に分かれて発表する生徒

披露される伝統の笛太鼓

　地域に伝わるお囃子や踊り、神楽な
ど、郷土芸能の祭典「第11回あさひの
まつり」が東総文化会館で開催されま
した。この日市内の８団体が出演し、
日ごろ磨いた腕前を披露。伝統と気迫
のこもった演奏に、会場からはたくさ
んの拍手が送られていました。

受け継いできた
音色が鳴り響く

9月
25日

餅つき体験をする参加者

　大原幽学遺跡史跡公園で「幽学の里
で米作り交流事業」の収穫祭が行われま
した。この日参加者は、地元ボランティ
アの指導を受けながら、芋掘りや餅つ
きなどを体験。昼食でつきたての餅が
振る舞われると「おいしい」などと言い
ながら、笑顔で頬張る子どもたちの姿
がありました。

幽学の里で
収穫の喜び味わう

10月
8日

海岸沿いを走るサイクリスト

　日本遺産となった北総四都市や九十
九里を自転車で巡る「ツール・ド・ち
ば2016」が、10月８日から10日まで
の３日間開催されました。
　最終日は肌寒い天候の中、大人から
子どもまでたくさんの参加者が市内の
海岸沿いを駆け抜け、沿道からの声援
に応えながら完走を目指しました。

県内各地を巡る
サイクリングイベントが開催

10月
10日

　本年度市内で100歳を迎える高齢者24人に９月28日、
国から内閣総理大臣の祝状と銀杯、市から長寿祝金が贈ら
れました。
　海匝健康福祉センター次長と市長らが、市内の高齢者の
元を訪問。家族からのお祝いのちゃんちゃんこに身を包ん
だ高齢者に、100歳を迎えたお祝いとこれからも元気で過
ごしてもらえるよう激励をしました。

祝百寿 これからもお元気で
市内100歳訪問

　市内中学生の英語発表会が９月23日、いいおかユート
ピアセンターで開催されました。各校を代表する生徒たち
は審査員や関係者を前に、日ごろ学んだ英語力をジェス
チャーを交えて披露していました。各部門の最優秀賞は次
のとおり（敬称略）。
暗唱の部（学年別）／内嶋優

ゆう

葵
き

（干潟中・１年）、石毛菜々美
（海上中・２年）、長谷川紗来（一中・３年）　スピーチの部
（学年の部）／大湊美

み

空
く

（干潟中・３年）

英語で表現力を競い合う
第20回旭市中学校生徒英語発表会
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�
「糖尿病のつどい」を開催�
テーマは「加齢に伴う糖尿病との付合い方」

　加齢に伴って変化する身体とともに、糖尿病との付合
い方も変わっていきます。より良い健康維持を目指して、
高齢者の糖尿病のこと、食事・運動のことを中心に話し
ます。各専門職の相談コーナーも設置します。
日時／11月12日（土）　午後１時～４時
場所／研修棟５階大講堂

 
　�児童虐待防止への理解を深めよう
　11月は児童虐待防止推進月間です。当院では、医師、
看護師、社会福祉士などで構成される「家族支援チーム」
が虐待の早期発見や事故の再発防止、育児支援を行うた
めさまざまな活動をしています。その活動の一環として、
今年もパンフレットなどを配布するイベントを行います。
　スペシャルゲストも登場しますので、参加してみませ
んか。
日時／11月17日（木）　午前11時～午後１時
場所／本館１階待合ホール

 
　�産業まつりで健康意識を高めよう
　今年も11月13日（日）の旭市産業まつりに出展します。
乳がん模型体験、内視鏡シミュレーター、子育て相談、
糖尿病予防啓発、認知症啓発などを予定しています。

 
　
�
糖尿病について考える�
ブルーライトアップイベントを実施

　毎年11月14日は世界糖尿病デー。今年も地域の建物
を、シンボルカラーの｢青｣にライトアップするイベント
を実施します。この機会に糖尿病予防への意識を高めま
しょう。
日時／11月12日（土）、14日（月）　午後５時〜９時
場所／飯岡刑部岬展望館、旭市商工会館
※14日は病院本館北側の看板もライトアップします。

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　冬になると流行しやすい感染症に、インフルエンザ
やノロウイルス、乳幼児がかかりやすいＲＳウイルス
感染症があります。感染症から身を守るため、手洗い
やうがいなど日常生活での予防対策が不可欠です。感
染症に気を付けて今年の冬を乗り切りましょう。
どうして冬になると感染症が増えるの？
　私たちの周りには、目に見えない細菌やウイルス、
カビなどたくさんの微生物が存在しています。ウイル
スなどが体内に入り込み、繁殖することで引き起こさ
れるのが感染症です。特に冬になると気温や湿度が下
がり、ウイルスにとって最適な環境になります。
　空気が乾燥していると、せきやくしゃみの飛

ひ

沫
まつ

が小
さくなり、遠くまで飛びやすくなります。免疫力が低
下することや、体内の水分量も少なくなることが重な
り、ウイルス感染を起こしやすくなります。
まずは小まめな「手洗い」を
　予防に効果的なのは、なんといっても手洗いです。

帰宅時や調理の前後やトイレの後などは、石けんで小
まめな手洗いを心掛けましょう。
そのほかの対策／●マスクを使用する　●帰宅したら
うがいをする　 ●部屋の換気や、湿度管理に心掛る
●十分な睡眠とバランスの良い食事を心掛ける

　インフルエンザの予防には予防接種も有効です。ワ
クチンを接種することで重症化の予防になります。
　ノロウイルスは、嘔吐物や便の始末をしたときに石
けんで隅々まで手を洗い予防しましょう。食品からの
感染を防ぐために、食材のしっかりとした加熱や、調
理器具を清潔に保つように心掛けましょう。

　【健康管理課保健師】

健康ひろば

健康ワンポイントアドバイス

旭中央病院便り　  vol. 51

冬の感染症に気をつけましょう
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H e a l t h y  S q u a r e

くらし●
インフォメーション

　問…問い合わせ

期　日 場　所 受付時間
11月 4日（金） 海上保健センター 13：00～15：45

11月18日（金） 旭市保健センター 10：00～11：45
13：00～15：45

11月28日（月） 飯岡保健センター 10：00～11：45
13：00～15：45

※�献血カードを持っている人は持参してください。
問健康管理課庶務企画班（☎63-8766）

種　別 期　日 受付時間 対象・内容

健康
診査

乳児健康診査 11月21日（月） 12：50～13：10 平成28年 6月26日～ 7月17日生

１歳６か月児健康診査
11月16日（水）

12：50～13：10
平成27年 3月15日～ 4月 4日生

11月25日（金） 平成27年 4月 5日～ 4月26日生
２歳児歯科健康診査 11月17日（木） 9：00〜 9：20 平成26年 5月21日～ 6月 6日生
３歳児健康診査 11月11日（金） 12：50～13：10 平成25年 5月17日～ 6月16日生

相談
育児相談 11月15日（火） ９：00～10：00 乳幼児の発育確認、言葉、食事、歯などの相談
歯科相談 11月10日（木） 9：15～10：30 歯科医師による診察と歯科衛生士の歯磨き指導

教室

両親学級
11月 9日（水）

9：00〜 9：15
妊婦体操、歯の健康など

11月29日（火） 妊娠中の栄養（調理実習）

子育て学級 11月 1日（火） 9：15〜 9：30 平成28年6月11日～8月20日生の第１子と保護者
内容：遊びの紹介やミニ救急法など

離乳食教室
※申込制 11月18日（金） 9：30〜 9：45 平成28年５月～６月生

内容：離乳食の進め方（講話、調理実習）

健康ひろば
親と子の健康づくり  場所・問飯岡保健センター（☎57-3113）

健康のために何か始めてみませんか
楽しく健康づくり「あさひ健康応援ポイント」
　健康診断の受診やスポーツ大会への参加など、健康に
関する取り組みを行うことで景品がもらえます。
過去の取り組み例／●近所は自転車で移動する　●風呂
上がりにストレッチをする　●就寝４時間前までに夕食
を済ませる　●バランスの良い食事を心掛ける
参加者の感想／●夜もよく眠れ、毎日がとても快調に
なった　●健康診断の結果が改善されてよかった　●毎
日が楽しく過ごせるようになった　
対象／市内在住の20歳以上の人
※平成29年２月28日(火)までに20歳になる人を含む。
申込書／旭市保健センター、飯岡保健センターなどで入
手できるほか、ホームページからダウンロードできます。
問健康管理課庶務企画班（☎63-8766）

献血に協力を！

滝郷診療所の診療日・受付時間
診療日／月・火・木・金曜日
※祝日、年末年始を除く。
受付時間／午前８時30分～11時30分、午後１時30分～
４時30分
科目／内科、小児科（１歳以上）、特定健康診査、予防接種
問滝郷診療所（☎55-3017）

健康インフォメーション 予防接種　問旭市保健センター（☎63-8766）

【定期個別接種】　場所：各指定医療機関
種　別 対　象

ヒブ 生後２〜60か月未満

小児用肺炎球菌 生後２〜60か月未満

四種混合、ポリオ 生後３～90か月未満

水痘 生後12〜36か月未満

麻しん・風しん混合
１期：生後12〜24か月未満
２期：�平成22年４月２日〜23年４

　月１日生

日本脳炎

１期：�生後６〜90か月未満
２期：９〜13歳未満
特例対象：平成19年４月１日以前生

まれの20歳未満で、接種
を完了していない人

三種混合 生後３～90か月未満
※�要事前問い合わせ

Ｂ型肝炎 １歳未満で平成28年４月１日以降
に生まれた人

高齢者肺炎球菌

65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・
90歳・95歳・100歳の人、60〜64
歳で心臓などに障害のある人
※�４月２日（土）～平成29年４月１

日（土）に対象年齢になる未接種
者に3,000円を助成（助成は１回
限り）。助成期間は平成29年３月
31日（金）までです。

高齢者インフルエンザ
65歳以上の人、60～64歳で心臓な
どに障害のある人
※1,000円を助成（12月末まで）
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今 月 の お す す め 新 着 図 書

開館時間／火〜金曜日…午前９時〜午後６時
　　　　　土・日曜日…午前９時〜午後５時
今月の休館日／3日（木・祝）、17日（木）、23日（水・祝）
問市図書館（☎62-2560）　http://www.library-asahi-chiba.jp/

市図書館だより

「よっつ屋根の下」

大崎梢 著
（光文社）

　父の転勤で犬吠へ引っ越
したぼく、東京に残った母
と妹。親子それぞれの視点
で描かれる、家族再生の物
語です。

「 I
アイ

 l
ラブ

ove l
レター

etter」
あさのあつこ 著

（文藝春秋）

　文通会社で働く元引きこ
もりの岳彦に届くのは、訳
ありの手紙ばかり。文通な
らではの交流が、岳彦自身
も変えてゆきます。

幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／11月10日(木)、24日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

おはなしの時間

◦禅と掃除	 （枡野俊明）
◦昭和からの伝言	 （加藤廣）
◦文学部で読む日本国憲法
	 （長谷川櫂

かい

）
◦ザ・パーフェクト	 （土屋健）
◦漂流	 （角幡唯介）
◦民泊ビジネス	 （牧野知弘）
◦字を書く女	 （酒井順子）
◦何様	 （朝井リョウ）
◦ブルーネス	 （伊与原新）
◦７デイズ	 （五十嵐貴久）
◦月

つき

兎
と

耳
じ

の家	 （稲葉真弓）
◦天下を計る	 （岩井三

み

四
よ

二
じ

）
◦ゆけ、おりょう	 （門井慶喜）

◦光炎の人　上・下	 （木内昇）
◦揺らぐ街	 （熊谷達也）
◦40歳の言いわけ	 （斉木香津）
◦刑罰０号	 （西條奈加）
◦女子的生活	 （坂木司）
◦罪の声	 （塩田武士）
◦龍宮の鍵	 （田中経一）
◦狩りの時代	 （津島佑子）
◦教室の灯りは謎の色	（水生大海）
◦ワイルドフラワーの見えない一年
	 （松田青子）
◦みかづき	 （森絵都）
◦信長さまはもういない	（谷津矢車）
◦柳屋商店開店中	 （柳広司）

市
長
　
明
智 

忠
直

道
の
駅「
季
楽
里
あ
さ
ひ
」

一
周
年
に
思
う

　
昨
年
10
月
17
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道

の
駅
「
季
楽
里
あ
さ
ひ
」
が
開
業
一
周

年
を
迎
え
、
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
千
葉
県
一
の
農
業
算
出
額

を
誇
る
旭
市
に
道
の
駅
を
造
ろ
う
と
、

５
年
に
わ
た
る
検
討
と
、
市
民
の
合
意

を
重
ね
開
業
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
季
楽
里
あ
さ
ひ
は
、
旭
市
産
の
農
畜

水
産
物
や
加
工
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
拠
点
、

観
光
・
交
流
の
拠
点
、
雇
用
創
出
、
道

路
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
災
害
時

の
緊
急
避
難
場
所
な
ど
、
数
多
く
の
役

割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
採
算
性
も
非

常
に
重
要
で
あ
り
、
黒
字
経
営
は
必
須

な
と
こ
ろ
で
す
。
一
年
間
の
実
績
で
は
、

６
億
円
を
超
え
る
売
り
上
げ
で
黒
字
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　
生
産
・
販
売
で
は
、
農
産
物
の
生
産

者
１
０
０
人
余
り
、
加
工
品
な
ど
の
会

員
数
は
２
０
０
人
ほ
ど
で
、
旭
市
の
産

品
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

観
光
の
面
か
ら
は
、
飯
岡
刑
部
岬
や
大

原
幽
学
遺
跡
史
跡
公
園
な
ど
の
来
場
者
、

そ
し
て
サ
ー
フ
ァ
ー
や
海
水
浴
場
へ
の

来
訪
者
、
宿
泊
客
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

の
連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
。
交
流
の
面

で
は
、
年
間
１
１
６
万
人
を
越
え
る
来

場
者
が
あ
る
中
、
イ
ベ
ン
ト
・
芝
生
広

場
、
情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
も
、
十
分
目
的
を
満
た
し
て
い

ま
す
。
雇
用
創
出
面
で
は
、
常
勤
や
パ

ー
ト
、テ
ナ
ン
ト
店
を
含
め
、50
人
余
り

の
雇
用
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
道
路
利

用
者
も
清
潔
で
花
い
っ
ぱ
い
の
施
設
に

大
変
好
感
を
持
た
れ
て
お
り
、
休
憩
場

所
と
し
て
も
利
用
し
や
す
い
と
好
評
で

す
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
も
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
や
道
の
駅
の
物

品
は
必
要
不
可
欠
の
要
素
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
一
層
「
高
み
」
を
目
指

し
、
市
民
や
お
客
様
の
意
見
を
反
映
し

て
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
「
駅
」
に
し

て
い
か
ね
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

第
八
六
回

随 
筆
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相談室 一人で悩まず相談してみませんか！
　日々の暮らしの中で発生するさまざまな問題を解決するため、
各種の無料相談を行っています。秘密は守られます。

相談名 内　容 期日・時間 場　所 問い合わせ

交通事故相談
示談、賠償額の算出、
自賠責保険の請求の仕
方など

11月21日（月）　午前10時～午後３時
※待ち時間解消のため、要事前連絡。 市役所本庁 市民生活課

☎62-5396

市の法律相談
法律問題
※�時間は１人30分。市

民を対象（同一内容で
の相談は１回限り）。

11月14日（月）　午後１時30分～４時30分
※予約制  ２日（水）午前８時30分から受け付け 海上支所

市民生活課
☎62-539611月28日（月）　午後１時30分～４時30分

※予約制　15日（火）午前８時30分から受け付け 市役所本庁

人権･行政相談
人権問題、行政への要
望・意見など
※時間は１人30分。

11月 8日（火）　午後１時30分～３時30分 市役所本庁
市民生活課
☎62-5396

11月22日（火）　午後１時30分～３時30分 海上支所

心配ごと相談 家庭内の心配事など

11月 2日（水）　午後１時30分～３時30分 海上ふれあいサ
ポートセンター

旭市社会福祉協議会
☎57-5577

11月 9日（水）　午前10時～午後３時 青年の家２階

11月16日（水）　午後１時30分～３時30分 海上ふれあいサ
ポートセンター

11月24日（木）　午前10時～午後３時 青年の家２階

消費生活相談 物品購入時のトラブル、
多重債務の相談など 月〜金曜日　午前９時〜午後４時 旭市消費生活センター

（青年の家１階）
旭市消費生活センター
☎62-8019

こころの
健康相談

精神障害（うつ病・アル
コールなど）

11月21日（月）　午後１時30分〜３時
※予約制 旭市保健センター 海匝健康福祉センター

☎0479-22-0206

子育て相談 子育てに関する質問や
情報提供など 月～土曜日　午前８時30分～午後５時 旭市子育て支援センター

ハニカム（南分館２階）
旭市子育て支援センター
ハニカム☎62-7099

家庭児童相談 児童虐待･児童養育問
題など 月～金曜日　午前９時～午後４時 家庭児童相談室

（子育て支援課内）
家庭児童相談室
☎62-5362

教育相談（学校）学校教育についての悩
みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所２階 学校教育課 

☎55-5726

教育相談（家庭）家庭教育・子育ての悩
みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所１階 生涯学習課 

☎55-5747

市民健康相談
生活習慣病をはじめ子
どもからお年寄りまで
の健康相談

月～金曜日　午前８時30分～午後５時 （電話受付）
旭市保健センター
☎63-8766
飯岡保健センター
☎57-3113

歯科相談 診察、歯磨き指導など 11月10日（木）　午前９時15分～
受け付け：午前９時15分～10時30分 飯岡保健センター 飯岡保健センター

☎57-3113

福祉の総合相談
障害者への虐待問題、
権利擁護など福祉（生
活）全般にわたる相談

365日24時間　訪問相談も実施
夜間は電話転送にて対応

中核地域生活支
援センター海匝
ネットワーク

中核地域生活支援センター
海匝ネットワーク、旭市障
害者虐待防止センター
☎60-2578 FAX60-2579

介護相談 介護に関する相談 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 高齢者福祉課 旭市地域包括支援センター
☎62-5433

職業相談 職業相談、求人情報の
提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 地域職業相談室

（青年の家１階）
地域職業相談室 
☎62-5359

行政書士会 相続、遺言、許認可申
請、農地転用など 11月19日（土）　午後１時～４時 青年の家２階 千葉県行政書士会東総支部・寺村

☎63-7813

司法書士会 不動産登記、法律問題、
多重債務の相談など

11月12日（土）　午後１時～５時
※10日（木）までに電話予約。 市民会館２階 司法書士櫻井事務所

☎0479-22-0186

税理士会 税務全般にわたる相談 11月 8日（火）　午前10時～午後４時
※予約制（受け付けは平日の午後１時〜） 銚子商工会館２階 千葉県税理士会銚子支部

☎0479-22-3901
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I n f o r m a t i o n

くらし●インフォメーション
I n f o r m a t i o n

くらし●インフォメーション 見舞金の請求を忘れていませんか
交通災害共済
　千葉県市町村交通災害共済の加入者
が交通事故でけがなどをした場合、見
舞金を請求できる期間は、けがが治っ
た日、または事故により死亡した日や
身体障害となった日から２年間です。
この期間を過ぎると請求ができなくな
ります。
※交通事故に遭ったら、必ず警察に事
　故の届け出をしましょう。
見舞金の請求に必要なもの／交通事故
証明書（原本）、指定の診断書、印鑑な
ど
交通災害共済に加入しませんか
　交通災害共済の加入募集は毎年８月
に行っていますが、申し込みは随時受
け付けています。共済期間は、受付日
の翌日から翌年の８月31日までです。
市民生活課市民生活支援班（☎62-

5396）

県立八日市場特別支援学校
「第29回きらら祭」
日時／11月５日（土）　午前９時25分
〜午後２時20分
場所／県立八日市場特別支援学校（匝
瑳市）
内容／作業学習製品の展示・販売・体
験、発表、近隣福祉施設の紹介など
県立八日市場特別支援学校（☎0479
-72-2777）

市税の夜間・休日納税窓口

〈日時〉
●�夜間納税窓口：11月10日（木）、25
日（金）　午後８時まで
●�休日納税窓口：11月27日（日）　午
前８時30分～午後５時

〈場所〉
税務課
税務課収税班（☎62-5322）

看護職の再就職をサポート
看護職合同就職説明会・看護技術講習会
日時／11月18日（金）　午前９時15分
～午後０時30分受け付け
場所／小見川市民センター（香取市）
対象／保健師、助産師、看護師、准看
護師の資格を持つ未就業の人
内容／求人施設の紹介と就業相談、看
護技術の体験（採血・注射法など）
費用／無料

公益社団法人千葉県看護協会（千
葉県ナースセンター）（☎043-247-63
71）　

狩猟期間は十分注意を
11月15日（火）～平成29年２月15日（水）
　狩猟をする人はマナーを守り、安全
な狩猟に努めましょう。
県環境生活部自然保護課（☎043-

223-2972）、海匝地域振興事務所地域
環境保全課（☎64-2825）

医科学生コンチェルトオーケストラ特別演奏会
日時／11月13日（日）　開演：午後３時
出演／●指揮：直井大輔　●ピアノ：實川風

かおる

（旭市出身）
●バイオリン：藤江扶紀
入場料／1,000円　※全席自由
東総文化会館（☎64-2001）

旭市青少年意見発表大会　※手話通訳あり
日時／11月27日（日）　午前10時～午後０時35分
発表者／市内小中学校・高校の児童・生徒と青年
生涯学習課社会教育班（☎55-5727）

第12回文化講演会　※手話通訳あり
　子どもたちの野球指導者として活動している、木樽さ
んが「スポーツで旭を元気に！」をテーマに講演をします。
日時／11月27日（日）　午後１時30分〜３時30分（予定）
講師／木樽正明さん（元プロ野球選手）
第12回あさひ寄席
日時／12月４日（日）　午後１時30分～３時30分（予定）
出演／柳亭市馬、林家三平、堺すすむ、母心、桂竹千代
入場料／一般3,000円、65歳以上2,500円　
チケット販売所／三川屋駅前店・国道店、サンモールイ
ンフォメーション、ラブイシカワ、東総文化会館、生涯
学習課（海上支所１階）
生涯学習課文化振興班（☎55-5728）

東総文化会館
11月の休館日　７日、14日、21日、28日

楽画会　日本画作品展
期間／11月14日（月）～20日（日）
時間／午前10時～午後５時　※最終日は午後４時まで
楽画会（☎62-2896）

水陽会　透明水彩画展
期間／11月25日（金）～27日（日）
時間／午前10時～午後５時　※最終日は午後４時まで
水陽会（☎63-6470）
※�まちかどギャラリー「銀座」の使用に関する問い合わせ
は、商工観光課商業振興班（☎62-5874）へ。

まちかどギャラリー「銀座」

文化情報ナビ 文化施設からのお知らせ
※入場料を記載していない催し物は無料です。

海上写真クラブ　作品展
期間／11月４日（金）～20日（日）
海上中学校美術部　作品展
期間／11月22日（火）～30日（水）
〈共通事項〉
時間／午前９時～午後５時　※最終日は午後３時まで
海上ふれあい館（☎55-5115）

海上ふれあい館（JR飯岡駅）
休館日　毎週月曜日

絵本の読み聞かせ会・子ども映画会
日時／11月12日（土）　午前10時～11時30分
対象／未就学児童向け
海上公民館（☎55-2566）

海上公民館
11月の休館日　７日、14日、21日、23日、28日
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…申し込み　問…問い合わせ

I n f o r m a t i o n

くらし●インフォメーションの
…申し込み　問…問い合わせ

I n f o r m a t i o n

くらし●インフォメーションの

Informationお知らせ〉
咲き誇る大輪の花々
「菊花大会」
日時／11月１日（火）～15日（火）　午
前９時～午後４時
場所／中央児童遊園
旭市観光物産協会（☎62-7537）

あさひ健康応援ポイント対象
「ファットレス教室」
日時／12月１日～平成29年１月26日
の木曜日　午前９時30分～11時30分
※�12月22日、29日、平成29年１月
５日を除く。
場所／旭市保健センター
対象／35～65歳ぐらいまでの市民で、
１時間30分程度の運動ができる人
定員／25人
費用／無料
持ち物／運動のできる服装、運動靴、
タオル、筆記用具、飲み物

健康管理課予防班（☎63-8766・
旭市保健センター内）

11月は「労働保険適用促進強化月間」
未加入の事業主は早期加入を
　労働者を１人でも使用する事業主
（農林水産業の使用労働者５人未満の
個人事業を除く）は、労働保険（労災保
険・雇用保険）に加入することが法律
で義務付けられています。未加入の事
業主は、早期に加入手続きを行いま
しょう。
千葉労働局労働保険徴収課（☎043-

221-4317）、銚子労働基準監督署（☎
0479-22-8100）

片付けが楽になるコツをつかもう
無料で参加できる「くらしのセミナー」
日時／11月17日（木）　午後１時30分
～３時
場所／青年の家
講演／かんたん片づけポイント講座～
自宅も実家も片づく整理収納のコツ～
定員／50人（先着順）
旭市消費生活センター（☎63-727

2）

銚子調停協会・社会福祉協議会
法律・心配ごと無料相談
　法律や心配ごとの相談に弁護士・調
停委員・心配ごと相談員が無料で応じ
ます。秘密は厳守されます。
日時／11月15日（火）　午前10時～午
後３時　
場所／銚子市保健福祉センターすこや
かなまなびの城
内容／夫婦・親子関係、遺産相続、土
地・建物、交通事故、近隣トラブル、
金銭トラブルなど
銚子市社会福祉協議会（☎0479-24-
8189）

10月１日から千葉県最低賃金が改正
時間額842円になりました
　千葉県内の事業所で働く全ての労働
者、その使用者に適用される千葉県最
低賃金が改正されました。
時間額／842円（従来は817円）
千葉労働局労働基準部賃金室（☎04

3-221-2328）、銚子労働基準監督署
（☎0479-22-8100）

水質保全と汚染防止を考える
「新川汚染防止推進大会」を開催
日時／11月18日（金）　午後２時～
場所／東総文化会館小ホール
内容／市内小中学生の啓発作文・ポス
ター・標語入賞作品の発表と展示、講
演会など
新川汚染防止対策協議会（☎62-532

8・環境課環境政策班内）

事業主などは参加を
「給与所得の年末調整等説明会」
日時／11月10日（木）　午後１時～４
時
場所／海上公民館
銚子税務署法人課税第１部門（☎04

79-22-1697）

うなかみ幼稚園で絵画と習字作品展
小中学生の習字作品展を開催
日時／11月５日（土）、６日（日）　午
前10時～午後４時
場所／うなかみ幼稚園ギャラリー
うなかみ幼稚園（☎55-2643）

除籍した本などを無料で配布
「図書館リサイクルフェア」
日時／11月10日（木）～16日（水）　午
前９時～午後６時　※土・日曜日は午
後５時まで。
場所／市民会館１階ロビー
市図書館（☎62-2560）

契約トラブル・悪質商法
「週末・出張消費生活センター」
日時／11月12日（土）　午前10時～午
後４時
場所／ショッピングセンターサンモー
ル２階特設ブース
旭市消費生活センター（☎63-7272）

認知症について地域の人と情報交換
「オレンジ・カフェこもれび」開設
開設日時／11月16日（水）　午後１時
30分〜３時30分
場所／飯岡福祉センター
参加費／100円（飲料、茶菓子代含む）
※毎月第２水曜日に開催予定です。
基調講演
時間／午後１時30分〜２時
演題／認知症カフェについて
講師／伊藤令さん（医療法人京友会京
友会病院長）
公益財団法人旭オールドエイジセン

ター（☎63-8827）

新たな学びやつながりを体験
精神障がい者ピアサポート講座
期日・内容／●11月24日（木）：「ピア
サポートを体験しよう〜SSTを通して
〜」　●12月９日（金）：「精神科医療
機関におけるピアサポートの実践」　
●平成29年１月19日（木）：「海匝地域
で共に暮らす地域づくり」　●平成29
年２月16日（木）：「ピアサポートの可
能性と今後の活動」
〈共通事項〉
時間／午後１時30分〜３時30分
場所／ロザリオ訪問看護ステーション
ソフィアさわやかホール（イの1775）
定員／30人（先着順）
費用／無料

千葉県海匝健康福祉センター（☎
0479-22-0206）

募集・催し物・お知らせなど、暮らしに役立つ情報を届けます。

広報あさひ　2016.11.119
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　ぼくの名前は「あさピー」。市のイメージアップキャラクター
として、いろんなイベントやキャンペーンに参加して市のPR
をしています。ぼくを応援してね！

あさピーの活動は市ホームページ
にも掲載しています。
http://www.city.asahi.lg.jp/pr/

あさピー活動予定
「旭市産業まつり」
11月13日（日）　海上コミュニティ運動公園
「世界キャラクターさみっとin羽生」
11月19日（土）、20日（日）　羽生水郷公園（埼玉県羽生市）

あさピー●行く！が ○7

　開業一周年記念イベントを開催した「季楽里あ
さひ」の取材に行ってきました。特産品販売や試
食などの特設テントが並び、たくさんの来場者で
にぎわっていました。会場の盛況ぶりを撮ろうと
向かったものの、おいしそうな匂いに誘われてカ
メラを向けたのは、焼きハマグリといわしの丸干
し。おいしそうに撮れましたが、広報写真として
は……。11月13日には、旭市産業まつりが開催
されます。会場で食べ物にカメラを向けた私を見
たら、誰か注意してくださいね。(哲)

くらしのカレンダー
３日（木）文化の日

黒虎相撲（午前９時40分～　袋太田神社）

13日（日）旭市産業まつり（午前10時～　海上コミュ
ニティ運動公園）

20日（日）健康体力づくりフェスティバル（午前９時
～　旭スポーツの森公園）

23日（水）勤労感謝の日

27日（日）旭市青少年意見発表大会（午前10時～　東
総文化会館）
第12回文化講演会（午後１時30分～　東
総文化会館）

こ 話編 ぼ集 れ

月11

10月15日（土）天気晴れ

　東京で行われた「東京食肉市場まつり2016」に参加して
きたよ。今年は千葉のお肉がテーマで、畜産業が盛んな旭
市のこともいーっぱいＰＲできたんだ。どれもとってもお
いしそうだったから、みんなも食べてみてね！

あ ひっ子
キイキ

チバザビーフ大使の
お姉さんと一緒に
あさピーアール

朝
あさ

陽
ひ

くん
平成28年４月19日生
〔鎌数〕

健
けん

永
と

くん
平成28年６月１日生
〔清滝〕

お外で遊ぶの大好き！ １人ですべ

り台も滑れるようになったよ！

ぼくはお風呂がだーい好き!!ぷかぷかいい気持ち～♪

兄弟とっても仲良しです♡♡

悠
ゆう

翔
と

くん
平成27年１月30日生
〔琴田〕

“イキイキあさひっ子”を大募集
　掲載を希望する人は、秘書広報課広報広聴班（〒289-2595 旭市
二の1920・☎62-8070）へ。対象は小学校入学前の幼児です。申
込用紙は旭市保健センター、飯岡保健センター、旭市子育て支援セ
ンターハニカム、子育て支援課、秘書広報課、各支所にあります。


